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令和３年度決算審査特別委員会議事録（第４号） 

令和４年９月２２日（木曜日）     

 

◎出席委員（１０名） 

   ２番 高 道 洋 子 君   ３番 進 藤 晴 子 君 

   ４番 榊 原 深 雪 君   ５番 田 利 正 文 君 

   ７番 髙 橋 健 一 君   ８番 川 上 修 一 君 

   ９番 髙 橋 秀 樹 君  １０番 二 川   靖 君 

  １１番 木 村 明 雄 君  １２番 井 脇 昌 美 君 

 

◎欠席議員（１名） 

   ６番 熊 澤 芳 潔 君 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足   寄  町   長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   藤 代 和 昭 君 

足寄町農業委員会会長              吉 村   進 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員              川 村 浩 昭 君 

足 寄 町 監 査 委 員              多治見 亮 一 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   松 野   孝 君 

福  祉  課  長   保 多 紀 江 君 

住  民  課  長   金 澤 真 澄 君 

経  済  課  長   加 藤 勝 廣 君 

建  設  課  長   増 田   徹 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   伊 藤 啓 二 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   中 鉢 武 志 君
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◎議事日程 

 日程第 １  議案第９１号        令和３年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ２  議案第９２号        令和３年度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ３  議案第９５号        令和３年度足寄町一般会計歳入歳出決算認定について＜Ｐ

３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ４  議案第９６号        令和３年度足寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ５  議案第９７号        令和３年度足寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ６  議案第９８号        令和３年度足寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ７  議案第９９号        令和３年度足寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ８  議案第１００号        令和３年度足寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第 ９  議案第１０１号        令和３年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 日程第１０  議案第１０２号        令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定について＜Ｐ３～Ｐ２９＞ 

 

 



― 3 ― 

午前１０時００分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○委員長（髙橋秀樹君） おはようござい

ます。 

 熊澤芳潔君は欠席であります。 

 昨日に引き続き、令和３年度決算審査特

別委員会を開きます。 

 この後の日程を説明いたします。 

 これより、理事者等に対して総括質疑を

行い、総括質疑が終了後、各部会を開催

し、意見の取りまとめをしていただきま

す。 

 その後、部会長会議で調整していただい

た後、部会長から審査の報告を受け、部会

長に対する質疑を受けます。 

 なお、本日のこの日程等については、先

ほど開かれました、正副委員長並びに各部

会長会議で確認されていることであります

ので御了承願います。 

 

◎ 議案第９１号から議案第１０２号まで 

○委員長（髙橋秀樹君） それでは、これ

より理事者等に対して、議案第９１号令和

３年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分

及び決算認定について、及び議案第９２号

令和３年度足寄町国民健康保険病院事業会

計決算認定について、並びに議案第９５号

令和３年度足寄町一般会計決算認定につい

ての件から議案第１０２号令和３年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についてまでの１０件について、一

括して質疑を行います。 

 なお、質疑については、一問一答方式で

行います。また、質疑の際は決算書のペー

ジ数と目を言ってから質疑をしてくださ

い。 

 質疑はありませんか。 

 ７番。 

○７番（髙橋健一君） 成果表１６ページ

をお願いします。 

 ふるさと足寄応援基金推進事業について

お尋ねいたします。 

 令和３年の実績ですが、寄附実績が８,５

１９万４,０００円。しかし、報償費その他

いろいろな経費を差し引きますと、まあ、

たかだか４,０００万円ぐらいの収益しか上

がっていないということですよね。過去の

実績を考えると、かなりいい線をいってい

まして、これからどんどん増えていくので

はないかなという期待を持たせた部分が

あったのですけれども、この３年度の決算

を踏まえて、４年度これからのふるさと納

税の在り方について、やっぱり気合を入れ

て考えていただかなければいけないと思う

のですけれども、それについて今日の決意

をちょっと述べていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 今、髙橋委員おっしゃるように、平成２

７年の約１億６,７００万円が今までの最高

の寄附額でございました。その後、令和２

年度につきましては８,０５０万円、令和３

年度につきましては５００万円程度増額の

８,５１９万円程度の寄附額となってござい

ます。 

 それで、今後の見通しなのですが、決意

といいますか、当然議員おっしゃるとお

り、寄附額の半分程度は町の財源となって

非常に貴重な財源となるものでございま

す。それで、寄附額を増額するために、新

商品の開発の補助金という制度を設けまし

て、令和３年度につきましても３件程度の

新商品の開発ができまして、御好評を頂い

ているところでございます。 

 それで、例えば近隣の白糠町とか議員も

御承知のとおり、海産物がメインとなって

いるところは非常に寄附額が何十億円とい

う額を集めている状況でございまして、足

寄町のように海産物がない地域におきまし

ては大変苦しいのは事実でございます。今

後につきましても、新商品の開発を事業者
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さんに何とか頑張ってもらって、寄附額が

伸びる商品づくりに町、あるいは事業者さ

んとともに開発について考えていきたいと

思っております。 

 あと、何といっても、寄附でお申込みい

ただいている商品は断トツにチーズが多い

のが現状でございます。それで、なかなか

職人さんの数等も限られた人員でやってい

るような状況でございますので、商品を申

し込まれてもなかなか数か月を要するとい

うような状況もございますので、今後その

辺も含めて、さらに事業者さんに御協力を

お願いする協議を行っていきたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番。 

○７番（髙橋健一君） 何か毎年同じよう

な回答を頂いているような気がするのです

けれども、ここはひとつ気合を入れて数値

目標を設定して、ぜひ数字を上げてくださ

い。それを楽しみにしていますので、よろ

しくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はあり

ませんか。 

 ８番、川上委員。 

○８番（川上修一君） 決算書の４１ペー

ジなのですけれども、１３目自治振興費の

中の１８節負担金、補助及び交付金です。 

 不用額が１０３万４,０００円何がしと、

この不用になった理由について、まずお尋

ねをいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 不用額になっ

た理由の御質問なのですけれども、コロナ

の影響も受けまして、開催する予定だった

事業について開催が不可能になったための

不用額になっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 川上委員。 

○８番（川上修一君） 理由については理

解いたしました。 

 それで、その自治会なのですけれども、

近年人口減少が進んで、特に農村部辺りで

は限界集落に等しい、そういった地域も見

受けられているのですよ。それで、今現

在、町内で自治会の数は全部で幾つあるの

か。それと、もう１点、５戸以下の小さな

というか、そういった自治会はどれほどあ

るのか、数をお聞きします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 現在、自治会

の数におきましては８９自治会ございま

す。５戸以下の自治会でございますが、現

在１４個になっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ８番、川上委

員。 

○８番（川上修一君） 私も田舎に住んで

ますので、やっぱりだんだん戸数が減って

きたなというのは認識しているのですけれ

ども、今数をお聞きすると、本当に自治会

活動も苦しくなってくるのかなというふう

に捉えております。 

 そこで、合併について進めていくような

お考えというのはどうなのでしょうか。自

治会連合会あたりでは出ているのでしょう

かね。その点、お聞きします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 少数戸数の自

治会につきましては、合併に向けて検討は

行っているのですけれども、やっぱり地域

的に離れているとか等がありまして、なか

なか難しいのですけれども、今年度を含め

て来年度以降ですか、合併に向けてちょっ

と協議していきたいと思っています。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番。 

○８番（川上修一君） 本当に合併は単純

に戸数だけで減ったから隣とくっつけ、こ

ことくっつけと行政が上からやってしまう

と反発も受けてしまいますので、その辺を

含みながら自治会連合会もありますので、

根気強く取り進めていっていただきたいと
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思います。 

 質問を終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ２番、高道委員。 

○２番（高道洋子君） 成果表の４７ペー

ジ、新町イチゴハウスエネルギー供給設備

管理経費について伺います。 

 イチゴハウスにつきましては、足寄のイ

チゴということで大変おいしく、あちこち

のお店、Ａコープさん辺りでもよく見かけ

たりしてたまに買って頂いたりして、おい

しく頂いているわけでございますが、ここ

の成果表の中の実績または成果というとこ

ろに委託料が４８８万円ということで出て

おります。委託料の内容について伺いたい

と思います。 

 鉱山保安業務とＣＧＳ保守点検業務とい

うことでありますけれども、この鉱山保安

業務ですね、３０３万３,０００円と。これ

は３年前からやっているのでしたか、それ

で、３年で終わるということではお聞きし

てますが、今後どのようなふうになってい

くのか。また、その成果というか、どうい

うふうな結果が出たのか、順調に業務が遂

行されているのか、お願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 鉱山の保安業

務ということでございますけれども、新町

のイチゴハウスのところでＣＧＳ、いわゆ

る温泉からガスを抽出して電気を発電する

というシステムのところは、鉱山という位

置づけになりますので、いわゆる石炭の採

掘するところですとか、石油を採掘すると

ころと同じ扱いになります。そのためには

鉱山の保安員という方を常駐させなければ

いけないということで、あそこの施設につ

いては週４日程度常駐していただいており

ます。その方が３年前ぐらいから来ていた

だいて、一応鉱山保安員ということで常駐

させていただいていまして、今年、来月の

１５日までで一応それ切れるのですけれど

も、その後におきましては町の職員が一応

鉱山保安員という形で業務を続けていくと

いう形になります。一応、実務経験３年

間、一応高専ですとか理系の大学を出た方

でいけば実務経験３年間ということで、そ

ういった資格が、試験はないのですけれど

も持てるという形になっておりまして、一

応２名の方が３年間の研修といいますか、

２か月に１回勉強会みたいのを開いてます

ので、そこで教習を受けて実務経験３年と

いう形で、今後は町職員が鉱山保安員とし

てやっていくという形になります。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） その２名の方、候

補者として町職員として既に経験も積んで

いらっしゃるということですか。 

 あと、次のＣＧＳ保守点検業務ですね。

これにつきましても、これと鉱山保安と因

果関係があるのかもしれませんけれども、

ガス発電に生じる効率の高いシステムとい

うことで、ガスの発電はどのようになって

いるのか。高くなっているのか、そのシス

テムの導入によって。どうでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） このガスの発

電につきましては、前回にもお話ししたか

と思うのですけれども、計画どおりには

いっていないという現状で、今現状でいけ

ば３分の１程度、目標であったガス発電の

３分の１程度は発電されているのかなと。

それはもう３分の１程度でもうずっと計画

的には動いているので、それ以上は見込め

ませんけれども、それ以下にもならないと

いう現状であります。 

 発電の実績でいきますと、大体年間２０

万キロワットほど発電されておりまして、

あそこの施設で使う全体のやっぱり３分の

１程度の発電はされていると。大体年間あ

そこで大体５６０万円ほどですか、電気代

かかっているのですけれども、そのうちの
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大体１２０万円ほどはその発電によって補

われているということで、結局３６０万円

ほどがかかる電気代、購入料となってござ

います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） このシステム導入

で１８４万７,０００円という大金を入れて

いるわけでして、それが想定よりも３分の

１しか活用できてないと。金額でいうと、

１２０万円でしたか。あとの３６０万円は

電気というか、自然エネルギーなのでしょ

うかね。電気代ですか、単なる。やっぱり

これは大きいと思うのですよ、年間ですよ

ね。ですから、この３分の１しかできてい

ないということは、これはあとの３分の２

の補修というか、新たなシステムなのか、

それは何か対応できないのでしょうか、ほ

かに新たに。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 新たなシステ

ムといいますか、今現状ではケアハウスの

ほうから引っ張っている温泉から抽出した

ガスということになってまして、あとイチ

ゴハウスにもともとあった温泉井戸ありま

して、そこからも実はガスは出てはいるの

ですけれども、そこのガスを分離して持っ

てくるということも考えられるのですけれ

ども、費用対効果として、それを持ってき

たところで１００％の稼働にはならないと

いうことが分かってますので、それを持っ

てきたところで費用対効果としてちょっと

難しいのかなという考えがありますので、

今のところではケアハウスから引っ張って

きた温泉ガスを使用して動かしていくとい

うのが得策かなというふうに感じておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 分かりました。 

 何かいい手だてがあるといいなと思いま

す。 

 それで、全体的にイチゴハウスの経営に

ついてお伺いいたしますけれども、一体全

体あそこは、おいしく頂いてはいますけれ

ども、トータルで業務成績、営業成績とい

うか、赤字なのか黒字なのか。成績として

はどうなのでしょうね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 令和３年度の

成績でいきますと、目標としていた１４ト

ン、生産量１４トンですけれども、それに

対して実績としては１万３,９００キロとい

うことで、約１４トンということで、ほぼ

計画は達成されています。それに対して、

収入ですけれども、単年度で黒字にはなっ

ているというふうには聞いております。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） 令和３年度は黒字

だということで、今後もその見通しで行け

るのかどうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 今現在ですけ

れども、イチゴに関しては生産がおかしく

なっているということは聞いてませんの

で、今年度も順調に生産はされているとい

うふうに伺っております。ですので、今後

も黒字経営にはなっていくのだろうという

ふうには考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） この足寄のイチゴ

は首のところは白いのですよね、特徴とい

うのか。それはそれで、一体そのおいしい

イチゴはどこに売り込まれているのです

か、１番、２番ぐらい。本州なのか、道内

なのか。どうでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 一番出荷先が

多いのは、出荷量が多いのは帯広地方卸売

市場というところですね。次にやっぱりこ

れも同じ、丸果青果というところで帯広中

央市場ということになっております。あと
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はスイーツ屋さんといいますか、ケーキ屋

さんが十何社ということで入っておりまし

て、一番多いのはやっぱり市場ということ

になります。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） 十勝が中心だとい

うことですね、需要は、供給。分かりまし

た。 

 終わりです。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 １０番、二川委員。 

○１０番（二川 靖君） 決算書の５１

ページで、成果表の２９ページ、目でいえ

ば老人福祉費なのですけれども、それで、

介護保険助成費として負担金、補助金及び

交付金の中で、介護従事者就業支援等補助

金１３名で４３３万６,０００円ということ

が書かれております。それで、昨年度は１

３名の方が補助金を受けたいうことで、現

在この方たちがどのようになっているの

か、ちょっとお聞かせ願いたいというふう

に思っています。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 令和３年度に

補助金を受けた方の退職された人数という

ことで、１３名補助を受けられてまして、

うち５名の方が退職されたというふうに

伺っております。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番、二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 今、福祉課長の

ほうから１３名受けて、いわゆる５名の方

が退職したということで言われておりまし

たけれども、この退職者５名についてはど

んなような原因で退職をされているのか、

押さえているでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 個々の方の理

由は直接伺ってはおりませんけれども、事

業所のほうに勤めてみて数か月勤務してみ

て、そちらの事業所で勤務した結果、勤務

の内容が合わなかったとかということがあ

るのかなというふうに思います。また、町

外からいらっしゃっている方もおりますの

で、そちらの御自分の事情ということもあ

るのかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番、二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 個々の状況とい

うのは、それはそれであるのかもしれませ

んけれども、それは別として、町として４

３３万６,０００円というお金をかけた中

で、補助事業としてやっている中で、本当

にただそういった支援を受けながら退職さ

れていくというのは非常に残念なことなの

かなというふうに思っています。 

 それで、１３名中５名の方が退職なされ

たということで、現状、これ町内全体でこ

の介護の従事する方が何名ぐらい今現在少

ないというのか、足りないのか、ちょっと

押さえているでしょうか、すみません。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 介護の人材が

何人足りないかといいますと、人材という

か、介護される方が多いほうが、例えば勤

務されている方それぞれの勤務の業務の軽

減だったり、または手厚いケア等ができる

のかなというふうには思っておりますけれ

ども、今現在介護の事業所というのは職員

の配置基準というのがございまして、何人

の利用者さんに対して何人の職員を置かな

ければいけないというような基準が定めら

れておりまして、そちらに対する基準は満

たされる人数はいるのかなというふうに

思っています。 

 中では、時間外をされるとか、休日勤務

をされるとかで対応されているところがあ

るとは思いますけれども、中で調整をしな

がらやっていただいているのかなというふ

うには思っております。 

 ただ、なかなか例えばパートさんですと
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か、そういう方がいらっしゃらないとか、

有資格者が見つからないというような話は

ありますけれども、何とか事業所で調整を

しながらやっていただいているところだと

思います。 

 人数については、何人足りないというこ

とは押さえてはおりません。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番、二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 言わんとしてい

ることは分かるのですけれども、例えば配

置基準でいえば満たされているということ

を今おっしゃっていました。それで、では

配置基準が満たされている中で、昨年度、

ではなぜ支援等補助金が１３名受けたのか

なと、逆に。将来を見据えて多分提示をし

ていただいて、この足寄町の中でいわゆる

働いていただきたいということを見越し

て、こういった補助というのは出している

のですかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 毎年、新たに

採用になって、退職される方もいらっしゃ

います。その後補充というのもございます

し、あとは例えば医療関係でしたら、医療

系の職種でしたら、例えば看護師さんです

と、例えば派遣をしていただいていて、そ

の方の分を採用という形になったりして、

形態が変わって採用になることでこの補助

金の対象になる方というのもいらっしゃる

のかなというふうに思います。 

 町としては、もちろん配置基準は関係な

く、事業所で必要な人数で雇用ができる人

数の方を雇用してよりよいケアをしていた

だけるのであれば、この補助金で支援がで

きればなというふうには思っておりますけ

れども、なかなか補助金だけでは、補助金

とかお給料だけでは確保できないというと

ころもあって、皆さん苦労されているとこ

ろだとは考えています。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番、二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 現状を見たとき

に、そういったことも含めて分かるのです

けれども、いずれにしてもやっぱり介護人

材というものについては、この間ずっと考

えているのですけれども、やっぱりきつい

職場、汚い職場、いろいろ３Ｋ職場とかい

ろいろな言葉、５Ｋだとかという言葉を使

われていますけれども、いずれにしても

やっぱりそういった人材が育っていかない

という部分についても、いわゆる労働条件

も含めてちょっときついところもあるのか

なというふうに思ってますので、そこら辺

やっぱり介護人材確保対策事業という中

で、多分お年寄りも含めて障がい者の方も

含めてなのですけれども、安心して暮らせ

るようなまちというのをつくっていく上で

は、こういった人材育成が大事なのかなと

いうふうに思ってますので、残念ながら１

３名中５名が退職したということで、今年

度についてはまた新たにこういったこと

で、介護人材の方が入ってきているのかな

というふうに思ってますので、ここら辺

やっぱり安心して介護が受けれるようなま

ちづくりというものについて、再度やっぱ

り考えていかなければならないのかなとい

うふうに思っておりますので、こういった

ことで今回については、今福祉課長が言わ

んとすることも分かりますので、今後とも

ちょっとここら辺に力を入れながら頑張っ

ていっていただきたいということを申し上

げて、質問に代えたいというふうに思って

ます。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ３番、進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） すみません。今、

二川議員の質問に対して、関連質問よろし

いでしょうか。 

 介護人材のことで、今、課長がおっしゃ

いました人材不足のことで、医療を例えに
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出されまして、医療従事者、看護師の場合

は派遣を雇い、そして正職員入った時点で

派遣を切るというような形でコントロール

されているのではないかと思いますが、そ

れは介護も一緒なのでしょうか。すみませ

ん、ちょっと私よく分からなかったもの

で、質問です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 先ほどの御質

問の説明がちょっと言葉が足りなかったな

と思うのですけれども、例えば派遣で看護

師さん、例えば医療だったり、あと例えば

老健だったりというところで派遣で看護師

さんを雇っている場合に、正職員が来たか

らその方を切るとかではなくて、その方を

正式に職員になっていただいて、補助金の

対象にするということで、その方を切ると

かという意味ではございませんでした。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 今の医療に関しては、その病院病院で

ちょっとまたやり方が少し変わってくるか

なというふうに思うのですけれども、それ

が介護職員の派遣というのがあるのを、私

はちょっとよく分からなかったもので、

ちょっと医療と同じように派遣を使って、

ちょっとその場しのぎでやることは可能な

のかどうか。もしそれができるのであれ

ば、大変よろしいことかなというふうに思

うのですが、いかがでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） ちょっと勉強

不足で申し訳ないのですけれども、介護人

材の派遣という制度がちょっとあるかどう

か確認はしてないですけれども、例えば北

海道とかそういうところが雇用のマッチン

グをするために職員を派遣するとか、職員

というか、介護人材を短期間派遣すると

か、そういうような制度はございます。足

寄町の中では、今その介護人材を派遣する

というような制度を使ったような雇用とい

うのは行っているというのは聞いたことは

ございません。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 そういうのがどんどん看護師のようにな

れば、もっと介護士のほうの人員不足とい

うのは解消されるのではないかなというふ

うに思うのですが、今のところそういうこ

とはないということですね。 

 あともう一つ、配置基準のことで言って

ましたけれども、配置基準は満たされてい

る、介護職員が。よろしいことなのです

が、もし満たされなかった場合というの

は、ベッドを一時的に閉鎖するとか、そう

いうような対応を取らされるのでしょう

か。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） まずはベッド

とか定員の削減とか、そういうことではな

くて、まずは利用者さんの受入れの制限の

ところから始まって、ケアをきちんと提供

できるかどうかというところだと思いま

す。 

 また、配置基準を満たされない場合につ

いては、減算ということで報酬を削減する

という対応からまず始まって、本当に将来

的に職員数を減らしてやっていくとなれ

ば、定員数の減少とか、そういうような対

応になるかと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。あ

りがとうございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ５番、田利委員。 

○５番（田利正文君） 足寄町国民健康保

険病院事業会計決算書の１２ページ、職員

に関する事項の２つの表が載ってますけれ

ども、まず上の表からちょっとお聞きした

いと思います。 
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 ３年前ほどだったでしょうか、内科の先

生が１人退職された以降、現在の３名体制

でずっと来ていると思うのですが、医師の

補充について現在あるいは先についてどん

なふうな状況になっているのか、ちょっと

お聞きしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

ただいまの御質問についてお答えいたしま

す。 

 平成元年７月に内科の常勤医師でありま

した先生が１名退職をされてから、ちょう

ど丸３年ぐらいを経過したというところで

あります。当時、４年前には５人のお医者

さんが、常勤医がいたということで、現在

は３名ということで、現在、常勤医師の招

聘に向けて取り組んでいるというところで

す。 

 うちの病院、６０床ということで、施設

基準上はやっぱり最低でも４名のドクター

が必要だという状況にあるのですが、なか

なかこの間後任医師の招聘がかなわず、こ

の間お越しいただく研修医の先生のお力を

借りながら何とか現行の診療体制を維持し

てきたところです。 

 現状としましては、ちょっと今アプロー

チしているドクターがおりまして、これが

今交渉しているというところで、もしこの

話がうまくいきますと、また来春もしかし

たらという先生もおりますので、その際に

はまた議会の場で町長のほうからの行政報

告等があるのかなと思いますが、現在まだ

確定的なことはちょっと申し上げれないと

いうことでありまして、現状としてはそう

いったことで御理解いただきたいなと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５番、田利委

員。 

○５番（田利正文君） すみません。私い

つも何か聞き返すのですけれども、難聴で

駄目なのですけれども、今１名は常勤にな

れる可能性があるかもしれないという話で

すよね。もう１名は、さらに５名体制に戻

すなんてことは今の現状では全然考えられ

ないという状況になるでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君）  川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えいたします。 

 最大５名いたというお話を先ほどお伝え

いたしました。今、１名交渉中ということ

で、あと１名、足寄町の医師等修学資金の

貸付けを受けている先生がこの間もちょっ

と接触をしております。この先生が今

ちょっと専門医の資格を取るために勉強中

でありますが、現状では最短で２年後には

当院のほうに来たいということをおっ

しゃっておりますので、それが現実になれ

ばまた５名の先生ということの方向にうま

くいけばなるかなというふうに考えており

ますので、引き続き交渉をしていきたいと

いうふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５番、田利委

員。 

○５番（田利正文君） 上の表でもう一つ

お聞きしたいのですけれども、今の件はぜ

ひ鋭意努力していただきたいというふうに

思います。 

 正職員の表のところで、看護師２５名と

ありますね。そのほかに専門職がおります

が、この専門職の中では足りない職種がな

いのか。あるいは、近々退職するだとか、

定年で退職だとかというようなことも含め

て、現状どうなのかお聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えをさせていただきます。 

 病院の条例上の定数は５６人ということ

で、こちらのほうに記載されている人数は
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昨年度、前年の末も当年の末も５１人とい

うことになっています。この中にはドク

ターが３人でちょっと不足分もあります

が、その他の医療従事者については、やは

り看護師の部分が退職された後の後補充が

できてない部分ですとかがございます。あ

と、医療技術者の部分でいくと、結構退職

間際の方が複数おられます。そういったこ

とで、今後まとまった形で退職される、定

年延長ということもこれから出てくるのか

もしれないのですが、そういった部分も含

めて、同時にこの部分の後任を探していく

ということも続けていかなければならない

のかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５番、田利委

員。 

○５番（田利正文君） すみません、また

重複するかもしれませんけれども、看護師

は今不足してはいないのですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 病院事務長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えをいたします。 

 看護師が現状では退職された後の後補充

もできている部分もあるのですが、今年度

でいいますと、退職して全てそれを補充で

きているという状況にはありません。 

 今も引き続きいろいろなチャンネルを駆

使しながら交渉をしている最中で、これか

らちょっと面接を控えている方もいらっ

しゃいますので、そういった形でできるだ

け現状の診療体制が維持できるように努め

ていきたいなというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５番、田利委

員。 

○５番（田利正文君） そうすると、そこ

に表に書いてある２５名は近々充足される

というふうに見ていいですね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 病院事務長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

まだ正式に採用面接を行っておりませんの

で、その結果いかんにもよりますが、充足

するように努力はしていきたいというふう

に思っています。 

 あと、来年度、１名医師等修学資金をお

借りの看護師、これから国家試験を受ける

方なのですが、その方も新人看護師という

ことで当院のほうに就職したいということ

で希望されておりますので、そういったこ

とで少しずつ充足をしていきたいなという

ふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５番、田利委

員。 

○５番（田利正文君） 下の表ですけれど

も、会計年度任用職員のほうで、これは全

く素人で当てはまりませんかもしれません

けれども、例えば給食のところに１０名お

りますね。この中で、例えば最高齢の方が

何歳ぐらいで、平均年齢はどのぐらいなの

か、ちょっとお聞きしたいのですけれど

も。 

○委員長（髙橋秀樹君）  川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えいたします。 

 栄養課の会計年度任用職員ということで

すね。ちょっと私正確な年齢までは把握し

ておりませんが、たしか一番高齢の方が７

０代の方がいらっしゃったかなと思いま

す。 

 あとは大体が５０、お若い方も中にはい

らっしゃいますが、大体５０歳を超えたよ

うな方、６０代の方、比較的高齢な方が多

いのかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５番、田利委

員。 

○５番（田利正文君） 素人ながらそこの

ところちょっと心配したのです。専門職も

もちろん大事ですけれども、給食の方が高

齢者でいなくなってしまったら、空いたら
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困るという思いがありましたのでお聞きし

たところです。 

 いろいろな定数がきちんと充足されて、

町民の安心・安全な医療ができるよう、ま

た鋭意頑張っていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ４番、榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 成果等報告書の２

６ページで質問したいと思います。 

 障害者地域生活支援拠点施設新築事業に

ついてお伺いいたします。 

 この時点で、入所される方は何名を予測

されていましたでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） こちらの施設

につきましては、福祉ホームの定員を１２

名というふうにしておりまして、１２名と

いうか１２室ですね、にしておりまして、

当初８室、８か９ぐらいを埋めて、あとは

体験入居とか、緊急時の対応というような

ことを考えておりましたけれども、今現在

は９室が利用されております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君） では、今現在は満

室にはなっていないということですね。 

 そうしたら、関連して、これからのこと

もお伺いしたいと思いますけれども、満室

にならない場合のこのときの委託料などは

変動していきますか。お伺いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） １２室のうち

３室程度はもともと体験入居といって、一

時的に一人暮らしというか、例えば親元か

ら離れて暮らす練習をされるとか、そうい

う自立支援の練習ですとか、あとは例え

ば、ないことが望ましいのですけれども、

例えば障がい者虐待ですとか、そういう場

合の緊急的な対応ですとか、あと何か家庭

に何か緊急の事情が起きたときに一時的に

利用されるとか、そういうことを想定して

３室程度をもともと考えておりましたの

で、この３室が埋まらないとしても委託料

の変更というのは想定していないところで

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君） この施設は本当長

年の町民の方の障がい者をお持ちの家族の

方、そして本人はもちろんのことなのです

けれども、念願の施設が誕生したわけです

けれども、本当に長い年月かかりましたの

で、本当に今空いているところも、今、福

祉課長がおっしゃったように活用していた

だけるように、これからも適切な運営を

願っているところです。 

 以上で終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 １１番、木村委員。 

○１１番（木村明雄君）  決算書の３７

ページ、これは交通安全対策についてお伺

いをいたします。 

 交通安全指導員については、現在何名の

方が安全指導されているのか。また、男

性、それから女性の割合と芽登、螺湾、大

誉地方面、各地域にこれらの人もおられる

のか、この辺についてまずはお伺いをした

いと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 交通安全指導

員さんなのですけれども、現在定員３０名

になっているのですが、現在のところ１０

名となっていて、新しい成り手の方もなか

なかいらっしゃらなくて苦慮しているとこ

ろでございます。 

 あと、螺湾地区等の交通安全についてで

すけれども、こちらのほうも指導員さんの

増をこれから努力していきたいと思ってい

ます。 

 以上です。 
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○委員長（髙橋秀樹君） 答弁中なのです

けれども、１１時５分まで休憩をいたしま

す。 

午前１０時５０分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 答弁の途中ですので、金澤住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 申し訳ありま

せん。 

 男女別の割合ということなのですけれど

も、男性５名、女性５名の計１０名になっ

ております。 

 あと、芽登地区、大誉地地区、螺湾方面

ですね、それぞれ何人いるかということで

すけれども、芽登地区に２名の方がいらっ

しゃるのですけれども、大誉地地区、螺湾

方面地区については現在指導員がいらっ

しゃらない状況にあります。 

 ただ、足寄町の交通安全協会の役員さん

等も各地区にいらっしゃいますので、御協

力を仰ぎながら交通安全指導について行っ

ていきたいと思っています。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番、木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） これは定数が３

０名というところ１０名しかいないという

のはちょっと私もショックだったわけで

す。これ後からにするか。 

 それでは、次の質問をしたいと思いま

す。 

 安全指導内容、これについてはどのよう

にされているのか。また、指導日数、これ

についてはどうなのか、これについてもお

伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 指導内容につ

きましては、毎月１日と１５日に街頭に

立っていただいて、安全指導を行っていた

だいています。あと、小学校の入学時につ

いては芽登小学校ではございますけれど

も、安全指導のほうを行っております。日

数につきましては……、すみません。その

ほかに各イベントがある場合につきまして

も、安全指導のほうお願いしている場合が

ありますので、日数につきましては年間３

０から３５ぐらいになるかと思います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番、木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） これはできれば

芽登だけでなく、本当に螺湾も、そしてま

た、足寄のまちは当然のことで、螺湾もそ

れから大誉地も、これはやはり安全のため

には必要なことだなと、そんなふうに考え

ているところであります。 

 近年、どこも人手不足と聞いております

が、安全指導員の確保、これについてはど

のようにこれから考えているのか。また、

現在指導員の平均年齢はどのくらいなの

か、ちょっとお伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 安全指導員の

確保につきましては、近年高齢化が進みま

して、確保に苦慮しているところでござい

ます。今後も含めて指導員の確保に努めて

いきたいと思います。 

 あと、指導員さんの平均年齢なのですけ

れども、ちょっと資料はないのですけれど

も、最高齢の方でやっぱり７０代の方で、

若い方でも５０代の方でございますので、

これからますます高齢の方が、もうできま

せんよとなったときには、安全指導員さん

の確保が難しくなるかと思いますけれど

も、今後とも確保に努めていきたいと思っ

ています。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番、木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） これはやはり子

供たちの安全確保のために、これはまちの

中であれば当然小さな子供たちが歩いてい

くと。そうするとやはり指導員、これは小
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さな子供だったら結局はふっと思ったとき

に飛び出すということもあろうかと思うの

ですよね。そうなってくるとやはり１年生

で入学するというようなときには、本当に

気をつけていかなければならないなという

気がするわけなのですよね。今スクールバ

スの時代だから、ある程度は在のほうはス

クールバスで通うから、だから指導員は要

らないのかということではないというよう

な気がするわけなのですよね。 

 そこで、これから先に向けて、今定数が

３０名だったものが１０名しかいないとい

うことについて、どのような形の中で、こ

れ定数を増やしていくということについて

努力をしていくのか。また、一番手っ取り

早いのはやはり腰を上げることではないの

かなという気もするわけなのだけれども、

その辺についてお伺いをしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 交通安全指導員さ

ん、定数３０人ということになっておりま

すけれども、現在１０人ということで、

年々、昔のことちょっとよくはっきり覚え

てないのですけれども、３０人ということ

はやっぱりそれぐらいの人数がきっといた

のだろうというように思います。 

 ただ、年数が経過していく中で、なかな

か次の方の確保が、辞められる方の次の方

の確保ができていないだとかということ

で、現在の１０人になったのかなというよ

うに思っているところであります。 

 やはり交通安全を守っていく、そういっ

たことも含めて、やはり町民の皆さんに啓

発をしていくということがやっぱり大事な

ことなのかなというように思っております

ので、そういった意味で、交通安全指導員

の方たちの御努力、そういったものがやは

りこれからも必要になるのかなというよう

に思っております。 

 ただ、人数を３０人確保するというのは

やはりなかなか厳しい状況なのかなという

ように思っています。それは今までも確保

をする努力をしてこなかったのかという

と、そういうことではなくて、やはり次に

誰かいないかというようなことではやって

きているところだというように思いますの

で、なかなか適任の方をお願いするという

ことができない状況が続いてきたというこ

とで、今の状況になってきているのかなと

いうように思います。 

 そういうことで、ただやはり交通安全指

導員さんの方たちだとかだけではなかな

か、それとあと町の職員だとかの中で探し

てもなかなかまちの人たちのみんなの適任

の方がどこにいらっしゃるのかというのは

なかなか分からない部分もありますので、

交通安全協会ですとか、それから先ほども

話ありましたけれども、各地区にもそうい

う支部があるということでありますので、

そういったところからの推薦など受けた

り、そんな形で今後適任の方がいらっ

しゃったらぜひお願いをしたいというふう

に思っております。 

 議員さん方の中でも、こんな人が適任の

方いらっしゃいますよというような方がい

らっしゃったら、ぜひ推薦をしていただけ

ればなというように思うところでありま

す。 

 なかなか今のこの状況の中で、ある程度

年齢になった方ではないとやっぱり引き受

けていただけないということもあるのかな

というように思っています。そういうこと

からも、なかなか簡単に３０人というよう

な、その定数をいっぱいにできるかという

となかなか難しいと思っておりますので、

ぜひ議員の皆さんの御協力も頂きながら、

少しでも確保に努めていきたいなと思って

いるところであります。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番、木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） これから先、や

はり高齢化社会を迎えていくということに
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なれば、３０人の定数が今１０人になった

と。しかしながら、これからまた将来に向

けて高齢化が進んでいくということになれ

ば、これが７人になり５人になりというこ

とになったときには、これ大変なことだな

という気がするわけなのですよね。ぜひと

も、安全協会ですか、もっと大きな組織が

あろうかと思うのですよね。だからそこと

も協議しながらひとつ進んでいっていただ

きたいものだなと、そんなふうに思いなが

ら終わらせていただきます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ７番、髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君）  決算書４３ペー

ジ、新エネルギー対策と６３ページ、農業

振興費に関連しまして、ＪＡあしょろバイ

オマスセンターの持続可能性についてお尋

ねいたします。 

 令和元年に足寄町５億円を補助してＪＡ

あしょろバイオマスセンターが完成して、

操業をされたわけですけれども、きっちり

とした経営状態にあるのか、それが心配に

なってきました。といいますのも、私、４

月２２日にこのバイオマスセンターの消化

液の貯蓄タンクから消化液が漏れまして、

足寄湖に流出しました。私、調査に行って

まいりまして、それですぐ農協さんに連絡

していただきまして、改善はされたのです

けれども、どうもイメージがよくない。

きっちりやっているのかどうか。 

 まずはその中でお聞きしたいのは、たし

か頑張ってくれと、バイオマス、これから

新エネルギーとして大切なのだから頑張っ

てくれということで、国の施策で減免措置

がされました。だから令和３年まで減免措

置されているのでしょうか。それとも、そ

れで終わっているのか、４年度はどうなっ

ているのか。４年度が減免措置がもしも切

れるのであれば、足寄町に固定資産税が

入ってくるはずなのですけれども、それに

ついてちょっとお伺いしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 固定資産税の

減免措置なのですけれども、３年間という

ことであっただろうと考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ７番、髙橋委

員。 

○７番（髙橋健一君） ということは、４

年度からは農協さんから足寄町に固定資産

税が入ってきているということですね。

入ってくるということ。 

○委員長（髙橋秀樹君） ここで答弁調整

のため、暫時休憩をいたします。 

午前１１時１８分 休憩 

午前１１時３０分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 答弁、金澤住民課長。 

○住民課長（金澤真澄君） 固定資産税の

減免についての御質問ですが、期間につき

ましては令和２年度から令和４年度の３か

年の減免になります。減免の額についてな

のですけれども、各年度おおむね５００万

円程度の減免になっております。 

 ですので、令和５年度についてはこの減

免については適用されないということにな

ります。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ７番、髙橋委

員。 

○７番（髙橋健一君） やっぱり分からな

いですけれども、さらに５年過ぎてからま

た今度減免ということがなくなれば、バイ

オマスセンターとしては足寄町に減免をお

願いしますというようなことにならないの

でしょうか。問題はきっちりとした経営が

成り立っていけばそんなことにはならない

と思うのですけれどもね。その中で、現状

どのような状況なのか、バイオマスセン

ターのいわゆるきちんと最初の計画どおり

行っているのか、発電量はどうなのか、そ

れについて分かる範囲でお答えいただきた

いと思います。 
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○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） バイオマスセ

ンターの発電についてなのですけれども、

当初の収支計画でいきますと、当初１０年

か１１年ぐらいまでは減価償却費が非常に

高いので赤字ということで計画をされてお

ります。 

 発電の量なのですけれども、今年の１月

以降、１月現在では約９６％ぐらいの発電

量に達してまして、ほぼ計画量に達してい

ます。それも今現在もう既にずっと計画量

に達していますので、今後におきましては

計画どおり発電されて、収支のほうも計画

どおりになってくるのだろうと考えており

ます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ７番、髙橋委

員。 

○７番（髙橋健一君） 難しいことは分か

らないのですよ、私も。何かイメージ的に

何となくバイオマスセンターというのがう

まくいってないのではないかなという、そ

ういう何か町民の声も聞かれるものですか

ら、やっぱりそれを払拭するためにもやっ

ぱり何か発信してもらいたいですね、バイ

オマスセンターにしてもね、私たちはこれ

だけやってますよと。最近の、怒られるか

な、農協さんのやり方見ていると、さっき

高道委員長質問されたイチゴ、それから

チーズ工場、それからバイオマスセン

ター、なかなか厳しい。私は町民代表して

農協さんに活を入れたいと思います。その

部分では非常に、なぜ活を入れるかという

と、非常に足寄町の基幹産業の農業を支え

ている、そういう組織ですので、足寄のた

めに対してぜひ頑張っていただきたい。だ

けれどもやっていることがちょっと二つ、

三つおかしいのではないか、そう思います

ので、町としても農協としっかり話し合っ

て、単に甘やかすのではなくて厳しいこと

も言ってあげて、足寄のために町ぐるみで

一生懸命頑張っていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ３番、進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 成果等報告書の５

４ページです。お願いいたします。 

 林業振興費です。 

 これの野生鳥獣対策事業で、毎年これは

問題になると思うのですが、ここに報償費

が、エゾシカ、キツネ、タヌキ、ハト、カ

ラス、ヒグマと駆除した頭数が書かれてお

ります。私もちょっとよく分からないので

すけれども、ここに書かれているこの頭数

を駆除して、要は農業被害、林業被害があ

る程度抑えられれば一番よろしいことなの

で、この頭数で抑えられたのかどうか。い

や、もっと足りない、もっと捕らなければ

いけないのか、その辺のことをお伺いしま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君）  お答えしま

す。 

 令和３年度なのですけれども、農業被害

といたしまして、９,８００万円ほど農業被

害が出ているということでございまして、

ここ近年ずっと９,０００万円台で推移して

いる状況でございますけれども、これにつ

きましてはやはり頭数もっと駆除すること

ができればそれにこしたことはないのかな

と思っていますし、鹿柵のほうも結構古く

なってきて、結構地域ではきちんと直して

くれていますけれども、時期によっては外

れたりして、鹿が侵入してきているという

こともございますので、そういったところ

できちんと対策していくことが必要ではな

いかなというふうに考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） 今、被害額が９,８

００万円、毎年このぐらいの金額というこ

とでしたが、これは林業のほうも含めてと

いうことでよろしいですか。 
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○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 林業のほうは

含めておりません。林業の被害のほうは

ちょっと不明です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） 被害を理解するの

にはなかなか難しいということでよろしい

でしょうか、林業のほうは。分かりまし

た。 

 被害額は農業のほうでは毎年同じぐらい

だということなのですけれども、ちょっと

素朴な質問なのですが、今人材不足、ハン

ターさんの不足、若い方も入ってこられて

いるといいますが、高齢化、そういうこと

で、あといろいろなものの弾が値上がった

り、ガソリンが値上がったり、そういうこ

とを踏まえて、今いらっしゃるハンターさ

んたちが捕れる限度がこの頭数なのか。そ

れとも、事業費として町や道、ＪＡからお

金が出ていると思いますが、金額は結構な

のですけれども、この金額でもう上限に達

するので今年はやめてくれよと、待ったが

かかるのか。それはどちらなのでしょう

か。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 頭数に関して

なのですけれども、大体上限はあるのです

が、国の補助金等でいけば計画変更をかけ

ながら頭数を増やしていくという形を取っ

ておりますので、もし３月になってしまう

となかなか計画の頭数しか捕れないという

形になりますけれども、その都度計画変更

をかけて頭数を増やしていくという形にな

ろうかと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。予

算をする前にということですね。被害額と

頭数とよく考えて、その辺の調整をしとい

うことで、次年度につなげていくというふ

うに捉えてよろしいですか。 

 今年の予算を見ますと、１３５万円ほど

少しですけれども値上がってますので、こ

れはどの事業でもそうなのですが、今現時

点でどんどんものが値上がっていて、ハン

ターさんが、いや、捕りに行きたくても捕

りに行けないよ、ガソリン代出せないと

か、そういうことにはならないように、少

しでもいいから報酬のほうをアップしてい

ただけたらなというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ４番、榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 私、総務のほうに

所属しておりまして、この質問はちょっと

タブーかなと思ったのですけれども、ほか

に質問がなかったのでさせていただきたい

と思います。 

 新エネルギーの推進事業の２３ページ、

成果報告書ですね。 

 そこのところで、ペレットストーブの導

入補助が３件ありました。そこで、ある人

は最初のほうにペレットストーブを購入し

て、何か調子が悪くて断念したということ

で、２台目欲しいのだけれども、高価なも

のだから我慢している人も何人かいるとい

うこともお聞きしておりました。そこでお

尋ねしたいと思います。 

 このストーブですね、２台目の補助があ

るのかどうかということからお聞きしたい

と思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 補助の要綱の

中では、台数を限定はしておりませんの

で、２台目とかであっても補助の対象にな

るということでございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君） それは朗報だと思

います。それも思い込んでいる方もたくさ

んいらっしゃるかと思います。 
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 そして、関連の質問で、今年度は何台分

を予算されて、申込みはどのようになって

いるかお聞きしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 令和４年度で

すけれども、一応４台分を予算確保してお

りまして、今のところ申請はございませ

ん。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君） では、再度購入さ

れる方をやっぱり期待持てますので、楽し

みにしたいと思います。 

 それで、あとペレット工場のほうのこう

いう供給するほうの、つくっておられる方

の現状というのをお聞きしたいと思いま

す。作業されている方の後継者がいるのか

どうかということも含めてお聞きしたいと

思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 現状のペレッ

ト工場の稼働なのですけれども、かなり高

齢の方がやっておりまして、施設等も古く

て結構苦労されているという話も聞いてお

りまして、先月ですか、ちょっと見にいっ

てはきたのですが、その方一生懸命やって

おりました。後継者なのですけれども、先

月ちょうど行ったときに、前の日に採用者

４０代の方なのですけれども、新規採用者

の方を面接して採用する予定だというふう

なことをお聞きしておりますので、その方

が後継者になっていくのかなというふうに

考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君）  大切な新エネル

ギーの推進事業でありますので、やはりそ

ういったことを経済課長も相談に乗ってあ

げながら進めていっていただければいいな

と思っております。 

 終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ８番、川上委員。 

○８番（川上修一君） 成果報告書の７５

ページなのですけれども、教育費の高校生

に対する支援の関係であります。 

 成果につきましては、新聞等に足寄高校

の卒業生がどこどこの学校に何名進学した

ですとか、野球部がこういう活躍されてい

るという、大まかな成果というのは私ども

も目にすることはできるのですけれども、

そのほかにもいろいろな成果があるのだろ

うなと推察をしております。 

 あわせて、どんなにいい施策を展開して

も、課題になる部分というのもあるのかな

と私は想像するものですから、そういった

点を含めまして、この施策に長く携わって

こられました藤代教育長から御所見をお伺

いしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 藤代教育長。 

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答

えします。 

 ちょっと冒頭からあれなのですけれど

も、前回もあれしたのですけれども、まず

基本的な認識なのですけれども、足寄高校

については、御存じのように地元中学生の

卒業後の進路の確保だけでなくて、地方の

活性化だとか人材育成に直結する、そうい

う学びの場であるし、ある意味では足寄の

象徴的な学問の殿堂かなと思っています。 

 その中で、教育委員会のスタンスなので

すけれども、いわゆる足寄高校の振興会だ

とか、足寄高校とタイアップをして保護者

の側だとか、あるいは生徒の側に立った、

そういう身の丈に合った支援策を継続して

いくと。そういう継続のその中での現状な

のですが、これも前回言ったと思うのです

けれども、足寄高校の定員のキャパを考え

た場合、支援策だとか、支援金額というの

は私は今いわゆる限度に近いというか、限

度といいますか、いっぱいいっぱいの状況

下にあるなと、そんなふうにまずは基本的

に捉えています。 
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 その中で、成果なのですけれども、やは

りこれはマスコミ等で相当宣伝されていま

すので、町内はもとより町外、さらには管

外にも非常に知れわたっているようになっ

た。今朝も道新に載ってましたですよね。

そんなのが一つにあるのかなと思っていま

す。 

 何よりもこの成果は、私は高校の入学希

望者数に表れているなと。端的に言うと、

例えば２間口確保にもなっていますし、あ

るいは部活動が野球部あたりが単独チーム

として管内で今２つの高校なのですかね、

そのぐらいの少ないチームなのですけれど

も、単独チームがそういうことになってい

ると。それはまさにこの成果だなと思って

います。 

 そのほか、間接的にもなるかもしれませ

んけれども、例えば高校生、一応足寄住民

になるのですよ、入学したらですね。そう

いうことで、足寄の人口増だとか、少子拡

大だとか、そんな等々も含めて、町の活性

化に寄与しているなと、そんなふうに思っ

ています。 

 その中で、課題なのですけれども、どん

な事業や組織にも課題のないところはない

と、巷間言われるのですが、やはりありま

す。大小挙げたら切りがないのですけれど

も、一番直近の私課題は、せっかくそうい

うことで宣伝をして入学希望者がいるの

に、宿泊施設が満杯で入れないと。現実に

今そうなのですよ。せんだっても次長のほ

うから申し上げましたように、次年度は１

３人入るのですが、それ以上に今応募者あ

るのですよね。それで申し訳ないのですけ

れどもというふうに言わなければならない

ということで、一応部内でも協議して、理

事者との協議を進めたのですけれども、先

ほども申し上げましたように、高校の定員

キャパを考えた場合、今の支援のあれとい

うのはいっぱいいっぱいだなという状況な

ので、おいそれとすぐに、さあ、施設を増

設するだとか、改築するだとか、そういう

ふうにならない。ある程度の行く末のゴー

ルも見なければならないなと、そういう苦

渋の判断をしているのですけれども、そう

いうことで、少しでもそういう断りがない

ように、あるいは今後他の部活、野球あた

りですね。例に取ると、たくさんの入学希

望者が管外あたりから来るようになった場

合については、高校さんも入れてそういう

部活動の保護者会だとか、あるいは高校振

興会あたりと教育委員会もかすがい役と

なって、知恵を絞って、例えば民間業者に

お願いするだとか、そのときの今入ってい

る多目的施設との、いわゆる支援策の丁重

を感じる、それについての整合調整を図る

とか、そんなふうにしていきたいなと思っ

ています。 

 それから、もう一つの課題は、足寄塾の

関係なのですけれども、毎月１回事務レベ

ルで、足寄塾とそれから高校さんと教育委

員会で事務レベルでの連絡調整会議を持っ

ています。当初、開設のときは平たい言葉

でいうと、難関有名大学合格者を少しでも

云々などという、そういう期待もありまし

たけれども、当然その期待は今もあるので

すけれども、当初の見込みよりも塾の入塾

生が多いのですよね。それで、ではどうい

うことが起きているかというと、個別化と

いうのですけれども、個別対応がなかなか

思うようにいかないと。例えば、進路を間

近に控えた３年生あたりはもう少しやりた

い、行きたい、もっと時間を割いてほしい

というのですけれども、その分どこかであ

れしなければならないのですよね。限られ

た、例えば指導者だとか、施設のスペース

ですから、そういうことで、高校３年生あ

たりの大学進学の選択幅への柔軟な対応と

いうのが、効果的な対応というのがちょっ

となかなか困難下な状況になっているな

と。中途半端まではいかないですけれども

ね。そんな状況なのですね。だからといっ

て、１年生、２年生の入学者少し遠慮して

くださいというわけにもいかないし、その



― 20 ― 

辺で少しでも学年に応じた対応に効果的に

なるように、塾のほうでも、先ほどの事務

レベルの調整会議を通して、いろいろな知

恵を出してくれています。その辺が課題に

なるのかなと思っています。 

 いずれにしましても、先のことについて

は誰しもなかなか不透明感が、とりわけ今

現状の社会下は多いですから分からないの

ですけれども、こうなるだろうなという、

そのときは必ず来るわけで、やはりなって

からどうのするという、そういう愚者の選

択ではなくて、やっぱりそのことを想定し

た賢者の選択というのをやっぱり当面は視

野には入れて、例えばアンダースロー的に

も対応していかなければならないのかな

と、そんなふうに思っていますので、その

辺も含めて御理解いただければなと、そん

なふうに思っています。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ８番、川上委

員。 

○８番（川上修一君） 勉強になりました

と、私が勉強になりましたなんて言っても

どうもならないのですけれども、一番驚い

たのはやっぱり高校の入学希望者がいるの

に泊まるところがないからお断りしている

ということですね。それはやっぱり十勝管

内の高校の特に郡部校あたりは本当に入学

者の確保に苦労どこもされていると。そん

な中で、当町はそういうありがたいという

か、いい状況にあるというのはこれは喜ば

しいことなのですけれども、今の教育長が

言ったような状況があるとしたら、これは

やっぱり私たち議員も理事者の皆さんも考

えていくべきなのかなと受け止めました。 

 うまくまとめられないのですけれども、

これからもこういった事業を継続しなが

ら、やっぱり子供がいるというのはすごく

いいことだと思いますので、進めていって

いただければと思って、私の質問は終了し

ます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 少し時間が早い

のですけれども、昼食のため、午後１時ま

で休憩といたします。 

午前１１時５１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 質疑はございませんか。 

 ３番、進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 成果等報告書の２

０ページ、総務費の企画振興費の中の地域

おこし協力隊についてお伺いいたします。 

 令和３年度にお２人受入れをされたとい

うふうに書いてありますが、企画提案型と

いうふうについておりますのは、どのよう

な企画提案をしながら事業を進められたの

か、お伺いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） 地域おこし協

力隊、いろいろございますけれども、今回

の総務課のほうで予算提案して決算上の企

画提案型地域おこし協力隊の件でございま

すけれども、今回令和３年度には成果報告

書に記載のとおり、２名の方を採用してご

ざいます。 

 内容につきましては、企画提案型と申し

ましても、今回採用に至った方につきまし

ては、１人の方はチーズ職人になりたくて

チーズ、もともと明治に勤められていた方

なのですが、自分でチーズを作りたいとい

うことで、現在研修中でございまして、将

来は自分で足寄町で起業されるのかどう

か、起業されるのが大変ありがたいのです

けれども、それはまだ確定ではございませ

んが、チーズ職人のために目下研修中とい

う方がお１人でございます。 

 もうお一方につきましては、経済課のほ

うで採用しておりますが、もともとラジオ

局のディレクター等をやっておられた方で

ございまして、種々ホームページを御覧に

なっていただければいろいろお仕事の内容

分かるのですが、それぞれ足寄町内の食堂

とか主立った牧場経営だとか、いろいろ自

分なりに企画をして、足寄町の内容という
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か、例えば食堂の紹介だとか、いろいろ足

寄町内でのいろいろ起業されている方をう

まく紹介して、ホームページ上で紹介して

いただいたり、いろいろ町のＰＲといいま

すか、いろいろ現在もラジオを活用した町

のＰＲだとか、いろいろ町の広報という

か、広報的なお仕事もしていただいている

方でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 チーズ工房のところにお１人ですね、御

家族でお見えになったという方ですね。 

 あと、広報をされている方というのは、

前もそういう情報が入りまして、すごくい

いことだなと。そういうプロの方が入って

いただくと、同じ一つのことにしてもいっ

ぱいいろいろな形でいろいろなところにＰ

Ｒしていって、足寄町を広報してくれるの

で、とてもいいことだなと言っていたので

すけれども、その方たちが、では今年度も

引き続きやっていらっしゃるということで

すね。では、これからも企画提案型という

のは、何かスキルを持って、何か足寄町で

やりたいという人たちのことを企画進行型

の地域おこし協力隊と捉えてよろしいです

か。違う……。 

○委員長（髙橋秀樹君）  総務課長、答

弁。 

○総務課長（松野 孝君） 今回令和３年

度につきましては、御説明したお二方の採

用に至りましたけれども、今後につきまし

ても本来的には自分なりに、私はこういう

スキルを持っているので足寄町で働きたい

のだという方のための企画提案型という趣

旨の地域おこし協力隊でございますので、

今後もそういう方が来ていただけるのが町

にとっても人口増にもつながりますので、

お仕事の内容に限らず、私はこういう仕事

をして足寄町に役立てたいという方がおら

れましたら、採用をしていくというような

ことでございます。 

 以上でございます。（「理解いたしまし

た」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 １０番、二川委員。 

○１０番（二川 靖君） ちょっと決算書

等々に載ってはいないのですけれども、

ちょっとお聞きしたいことがあって、多分

所管の総務に関わることなのかなというふ

うに思ってますけれども、マイナンバー

カードの関係なのですけれども、今年度に

ついてはマイナポイントがつくということ

で、国の政策なのですけれども、足寄町に

おいては玄関の入り口で総務課の方々が２

名程度ですか、一生懸命ボランティアと

いったら悪いのでしょうけれども、国の交

付金もない中でやっておられるということ

なのですけれども、３年度のマイナンバー

カードの実績というのはちょっと分かるで

しょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） ３年度の実績

というよりかは直近の最新の数字がござい

ますので、それでよろしいでしょうか。

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ９月１１日現在の数字でございますが、

足寄町におきましては交付率は３９.５％に

なっております。３９.５％であります。ち

なみに、帯広市を含めた十勝管内の１９市

町村中では第４位となってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番、二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） ありがとうござ

います。 

 関係ないのかなというふうに感じてはい

たのですけれども、３年度でなくて今直近

のところで３９.５％、１９市町村中第４位

ということで、いろいろ聞いているのは、

マイナポイントの付与でまだ時期設定が延

びたということで、１２月いっぱいになっ
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たのでしょうかね。それで、直近の数字プ

ラス多分このままでいけば足寄町５０％ぐ

らい超えるのではないのかなというふうに

お聞きをしているところですけれども、令

和３年度、なかなかそういったマイナン

バーカードの登録者数が少ない中で、今年

度に入ってこういったことで町も苦慮しな

がら、職員を使いながらやっているという

ことで、成果として上がってきているのか

なと、今年度については成果として上がっ

てきているのかなというふうに思いますけ

れども、ちょっと来年度に向けてもそうな

のですけれども、ポイント付与するにはい

ろいろな仕組みがあって、なかなかお年寄

りには難しいという声がかなり聞こえてき

ています。それで、町としてはどう今後以

降対応していただけるのかなというのもあ

りますし、そういった手だてというのは

ちょっと補助事業では全くないので、多分

町のほうの人の人的な手出しになるのか。

また、そういったボランティア的なこと

で、今後以降やっていかなければいけない

ということでは大変な、事務方も含めて、

仕事なのかなというふうに思ってますの

で、そこら辺何かお年寄りを含めたそう

いった方々に対応策が考えていることがあ

れば、ちょっとお聞かせ願いたいなと思い

ます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 二川さん先ほどおっしゃいました、役場

の正面玄関の入って右側で、これまで出

張、町の施設に出張して交付率を上げるた

めの取組も含めて、今まで４回程度実施し

てございます。その際には、役場に来てい

ただいて申請される方につきましては、当

然マイナポイントの申請等については多分

自分ではおできにならないということで、

町に来ていただいた方、出張というか、窓

口を設けたときには、マイナポイントの取

得の設定までも職員が対応してございま

す。 

 今後もマイナンバーカードを既に取得し

ているけれども、マイナポイントの設定の

仕方が分からないとかございましたら、当

然役場のほうに来ていただくなりしていた

だければ、順次御説明するとともに設定も

やるということも当然考えなければならな

いと思いますので、その辺は役場のほうに

問合せなりしていただければお教えすると

いうようなことで対応していこうと思って

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番、二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 大変ありがとう

ございます。なかなかこの制度についても

テレビ等々でやっているのですけれども、

なかなか理解できないお年寄りもいるとい

うふうに聞いてますので、どうにか、広報

等々も詰めながら何か機会があれば、今年

の１２月までそういった申請が延びてます

よということもお知らせ願いながら、やっ

ていただきたいということを申し上げて、

ちょっと今回の予算にはちょっと関係ない

部分もあったのですけれども、そういった

ことも含めてお願いをして意見に代えたい

なというふうに思っています。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ２番、高道委員。 

○２番（高道洋子君） 成果表の１９ペー

ジをお願いします。 

 １９ページの下の段の移住促進事業でご

ざいます。それについてお伺いいたしま

す。 

 ここには移住体験モニター参加者が２３

組で３０人、移住相談件数が７０件と出て

おりますが、実際のところ、何名の方が定

住なさったのでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） 令和３年度の
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移住された実績でございますが、６組８名

の方が移住されてございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） ６組、実績ができ

てよかったと思います。 

 ここの受け皿というか、この事業なので

すけれども、どこが受け皿で実施してくれ

たのか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） 成果報告書１

９ページの委託料で、移住等サポート業務

でございまして、こちらを受託されている

のは一般社団法人のびびっどコラボレー

ションでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） ここと関連するの

ですけれども、びびっどコラボレーション

ということで、ページ４３ページですね。

関連なものですから、４３ページの下の部

分、農業担い手育成支援事業、これも２,１

００万円ほど事業費として上がっておりま

すが、これもびびっどさんですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） こちらにつき

ましては、新規就農者の支援ということ

で、国の事業ですとか町の単独支援ですと

かということで使っておりまして、びびっ

どさんとは関係がございません。ありませ

ん。（発言する者あり） 

 新規就農者の経営を開始した方の支援で

すとか、新規就農者の研修を受けている

方、そういった方に支援をしてございま

す。（「分かりました」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） また１９ページに

戻りますけれども、結構決算書見ていても

日頃の事業の説明聞きましても、びびっど

さんにお願いしている、結構あるように思

うのですけれども、どこからどこまでび

びっどさんやっているのかなというのは、

なかなか一覧表にあるわけでないから分か

らないわけでございまして、それで思った

のは委託先とか、それからここを見て思っ

たのですけれども、委託先とか指定管理者

ですね。委託業者、指定管理者がありまし

て、そして事業名がいっぱいありまして、

ここの事業はここの委託先がここですよ、

指定管理者先はここでして、指定管理料は

幾らで、委託料は幾らというふうに一覧表

のようなものが、この成果表の後ろのたく

さん載ってますよね、いろいろな参考資料

が、概要というのが。そこに載らないもの

かなというふうに、なかなかその都度その

都度事業名とか、それは聞くのですけれど

も、どこの委託先だということは聞いてい

るのですけれども、全体として、町の委託

業者が何社あって、この事業はここに委託

されてとか、指定管理はここなのだとい

う、それがなかなか一目ぱっと分からない

ものですから、一覧表などつくっていただ

けるとありがたいのですけれども、いかが

なものでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） 今一覧表というこ

とでありますけれども、また一覧表つくる

と、この事業とまた一覧表と見合わせなが

らというようなことになって、またいろい

ろな事業がありますので、そちらのほうを

またつくるとまた非常に表としても大きな

表になって、町から委託、いろいろな委託

だとか、事業をお願いしているだとかとい

うのになるとやっぱりかなり大きな表に

なって、またこれと見合わせるというのも

また非常に見づらくなるのかなというよう

にもちょっと思っているところでありま

す。今後について、そういうような何か見

やすい方法だとか、何かできないかとか、

検討してまいりたいと思います。 
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 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２番、高道委

員。 

○２番（高道洋子君） そうですね。委託

先、指定管理者先とかというのはなかなか

何社あるかもよく分からないし、事業名は

たくさんあるのは事実ですよね。そういう

わけで、何かいい方法を検討していただき

たいと思います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ３番、進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 成果等報告書の６

２ページ、お願いいたします。 

 商工観光費ですね。この委託料で上がっ

ているのですが、オンネトーですね、これ

ね。足寄町観光活性化調査業務で、ＵＰＩ

というところですか、この会社さんがアフ

ターコロナに向けてアドベンチャートラベ

ルに着目したオンネトー地区を中心とした

調査、各種調査及びツアープログラムの実

証を行ったというふうにあります。今年度

６月１日に無事オープンされて活躍されて

いるというのをお伺いしてますし、オンネ

トー物語を今度やるというふうに聞いてい

るのですが、この実証というのはどのよう

なことをされて、この開店に向けてされた

のかどうかをお伺いしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） この実証プロ

グラム実験なのですけれども、こちらＵＰ

Ｉさんのほうではなくて、観光協会さんの

ほうに委託をかけて実施してございます。 

 それで、結局のところ冬の観光事業とい

うのは足寄町あまりないものですから、そ

の冬の観光事業に向けてどういった事業が

できるのかということをちょっと実証して

いただくということで、オンネトーの湖

上、氷結した湖上の上を歩いて、スノー

シューで歩いて散策するとか、そういった

ところで観光事業が臨めないかというとこ

ろで実証してございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） ＵＰＩさんのこと

だと勘違いをしておりました。申し訳ない

です。 

 観光協会が実証実験を行ったということ

ですね。それは今年度に何か生かされてい

ますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 実際実証事業

を行って、こういったことはできるかなと

いうことで結果は報告は受けているのです

けれども、それについて今後さらに協議を

進めながら観光プログラムとして成り立っ

ていけるかということを今後は協議して考

えたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３番、進藤委

員。 

○３番（進藤晴子君） オンネトーは大変

足寄町でも大変美しいところで、町外から

も何度もリピーターが多いというふうに

伺っております。冬の観光地になるとすれ

ば、大変よろしいことと思いますので、ど

んどん観光協会と話し合って、新しいプロ

グラムつくっていただければなと思いま

す。ありがとうございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 １１番、木村委員。 

○１１番（木村明雄君） ここで決算書７

１ページです。 

 観光費についてお伺いをいたします。 

 雌阿寒温泉について、温泉水に硫化水素

が含まれ、隣接の温泉では入浴中に重大な

事故が発生し、野中温泉においても事故の

発生が心配されておりました。雌阿寒温泉

については、観光の観点から町として見過

ごすわけにはいかず、入浴する人、観光客

が安全・安心に入浴のできるよう、ガスを

抜く、曝気施設システムを導入したわけで

ありますが、これについてその後のどのよ
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うな推移をしているのかお伺いをいたしま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君）  過去にそう

いった事故があったりして、温泉法が変

わって、硫化水素の濃度を下げるというこ

とで曝気施設をつくったわけでございます

けれども、ポンプを回して板に打ちつける

ような形で空気放散させるというような形

のものでございますけれども、かなり高額

な施設を造ってございますけれども、硫化

水素がかなりの濃度というかありまして、

施設が腐食がすごい激しい状態にありまし

て、ポンプですとか、そういったものがな

かなか長もちしないという現状にございま

して、温泉に入れる部分については硫化水

素は抜けているので問題はないのですが、

そういった部分でちょっと維持経費がかな

りかかってきているなという部分でござい

まして、一応５年間の契約で５年後には、

来年度、再来年度ですか、来年度までなの

ですけれども、再来年度以降は雌阿寒温泉

のほうで管理していただくというふうな形

にはなってございますけれども、ちょっと

今現状でいけばかなりの経費がかかってき

てしまっていて、現状で渡す部分にはなか

なか難しいかなというところで、ちょっと

今後はまたちょって検討が必要な部分で、

硫化水素が腐食が激しいので、その部分が

どうしてもちょっと解決できない部分があ

るのですね。それで、ちょっと今後は協議

はしていかなければいけないかなというふ

うに考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番、木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） これはポンプを

回して、そして硫化水素を吐き出すという

ことなのかなと思うわけなのですけれど

も、これどうなのかね。そうしたら失敗し

たということなのか、その辺について

ちょっとお伺いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今加藤課長からも

説明ございましたけれども、どちらかとい

えば施設のほうの話が多かったのかなと思

いますが、曝気施設を造りまして、温泉の

お風呂の浴槽のほうに流すという形で、曝

気をして流す形にしています。それで、お

風呂のほうの硫化水素の濃度というのはこ

れまで何回か、年に２回ぐらい保健所のほ

うで来て濃度を測っておりますけれども、

それについては濃度が基準よりも高くなる

ということはなくなっていますので、クリ

アがされているということであります。な

ので、安心して入っていただけるというの

はもちろん当然ですけれども、それにして

も一応風通しだとか、そういったものなど

もやっぱりきちんと気をつけていただかな

ければならない部分と、それから例えばお

酒飲んでお風呂に入ったりだとか、そうい

うようなことはやっぱりなるべく避けてい

ただいたほうがいいのかなというように

思っています。ですので、普通に入る部分

については安全にお風呂には入れるという

ことであります。 

 今お話あった、加藤課長のほうからお話

しした曝気施設のほうでありますけれど

も、やはり硫化水素の濃度が高いというこ

とで、施設のほうの老朽化といいますか、

湯の花というのですかね、そういうかすが

すごくついたりだとか、いろいろな形で管

理するのはなかなか大変なのかなというよ

うに思っています。そこの部分はやはり安

心してお風呂に入っていくためには必要な

施設ですので、そこの管理というのをきち

んとやっぱりこれからもやっていかなけれ

ばなりませんし、そこの部分を今後どうし

ていくのかといったところがやっぱり今後

の課題になるのかなというように考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番、木村委

員。 

○１１番（木村明雄君）  これについて
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は、私も野中温泉、それからまた昔は景福

だったかな、それで山登り、遠足、それら

について行ったとき、思い出になるわけな

のだけれども、昔は大体２メートルぐらい

高いところから滝にして、ガスを抜いてお

湯を入れていたと。これが一番よかったの

かなという気がするわけなのだけれども

ね。だけれども、やはり景福の場合につい

ては、ここが湧いている温泉源だというこ

とで、そこにお風呂、浴槽をつくって、そ

して風呂の中で湧いていたということも聞

いているわけなのですね。そんなようなこ

とで、やはりこのガス、これについてはや

はりこの頃というか、昔はそんなに厳しく

はなかったのだと思うけれども、やはり事

故が起きたというところから、やはりこれ

日本中には結構こういう硫化水素の出てい

る温泉があるらしいのですよね。そんなの

で、これから先に向けてやっぱりこれ考え

ていかなければならないのかなと思うわけ

なのだけれども、５年間といいましたか。

そして、来年あたりが買い換えるという

か、更新の時期になるのか、その辺につい

てちょっともう一度詳しくお伺いをしたい

と思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） この硫化水素の事

故については、足寄町ということではなく

てほかのところでも起きていて、そういう

ことが非常に問題になって硫化水素の濃度

の高い温泉はやっぱり気をつけなければな

らないよということになって、それまでに

道の保健所で本当はきちんと測定をきちん

としてなければならなかったのが、何年か

やってなかっただとかというようなことが

あって、やっぱり一斉に検査をしたという

ことになって、その中でやはり濃度の高い

ところということで、野中温泉のところが

出てきたということであります。 

 多分皆さんも近くまで行って、すごく硫

黄の臭いだとかされているのを御存じだと

いうように思いますけれども、非常にお風

呂だけではなくて、あの地域に行った段階

でやはり硫化水素というか、どちらかとい

うと、ほかのところから、普通のところか

ら比べるとちょっと高めの場所であるとい

うようなことなのかなというように思って

います。 

 それで、曝気施設等を造って、安全に安

心してお風呂に入れるようにという施設を

造ったということでありまして、あとその

施設の部分については、やはり硫化水素が

濃度が高いということもあって、いろいろ

な設備に支障が出てくるということがあり

ます。設備も一定程度つくった後、町がつ

くって、あと管理については温泉のほう

で、現地のほうでやっていただくというよ

うなことになっておりましたけれども、な

かなか施設の管理というのはお金もかかる

し、やっぱり手間もかかるということです

ので、一応当初の予定では５年間ぐらい町

のほうで様子を見て、状況で落ち着いてき

たら管理のほうをお願いするというような

ことにしておりましたけれども、もう少し

状況見ながらというように考えているとこ

ろであります。ですので、やっぱり曝気施

設きちんと整備をしながら、それから管理

もしながらということを考えていかなけれ

ばならないと思っていますので、今後につ

いてもいろいろと野中温泉さんだとかも相

談をしながら、進めさせていただこうとい

うように考えているところであります。 

 やはり足寄町の温泉の、登山した後に一

汗流すだとかというようなことでも活用さ

れている温泉でありますから、ぜひとも皆

さんに多くの人に安心して入っていただけ

るような施設となるように、町としても努

力していきたいなと考えているところであ

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番。 

○１１番（木村明雄君） もう一つだけ、

お伺いしたいと思います。 
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 現在、野中温泉の本館１軒なのか、それ

ともここはたしかユースホステル、これが

一つと、それから景福温泉といったかな、

これと３軒の温泉施設が存在をしたと私は

記憶しておりますが、今現在これがどうい

うことになっているのか、どう推移してい

るのか、この辺についてちょっとお伺いを

したいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） あともう１軒、阿

寒富士荘があったのですけれども、阿寒富

士荘はかなり古くからもうなくなってい

て、そして景福についても廃業されたとい

うことでありまして、あとユースホステル

のところについては、何年か前に大風吹い

て、強風吹いて屋根が飛ばされたりとかし

て施設がちょっと壊れたりとかして、そん

なこともあって、日帰り入浴に特化して

やっていたのですけれども、経営されてい

た方が体調悪くしたりとかして、今現在で

は閉鎖というか、休止という状況になって

いまして、現在ではあの地域では昔４軒ぐ

らいあったところが、野中温泉の別館とい

うのかな、野中温泉１軒だけということに

なっています。 

 現状のところでは、ほかのところがこの

後どうなっていくのかというのはそれは分

かりませんけれども、しばらくの間という

か、野中温泉１軒だけで、あの地域の温泉

とそれから宿泊施設といった部分では１軒

だけという形になるというように思ってお

ります。 

 あと、ユースホステルの後、日帰り入浴

ということでやられた後、今休止になって

おりますけれども、そこも経営されていた

方たちの子供さんたちがもしかしたら戻っ

てこられて再開するというようなこともあ

るかもしれませんけれども、今のところで

はまだはっきりしておりませんので、現状

としてはそういう形で１軒ということに

なっております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番、木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 硫化水素、これ

についていろいろな問題が起きてしまった

ということなわけなのだけれども、ここで

やはり観光客、これはオンネトーを持って

いる足寄町だということの中から、野中温

泉もなくてはならないやっぱり温泉でない

のかなという気がいたします。 

 それで、今後についても安心・安全で観

光客が入浴できるような、そういう形にな

ることを願って質問を終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ５番、田利委員。 

○５番（田利正文君） 決算書に直接関係

ないと思うのですけれども、決算書の一番

最後の２ページ、財産に関する調査のとこ

ろ。 

 私個人は理解したのですけれども、「出

損金」となっているのですね。正確には

「出損金」のようなのですけれども、この

訂正をしてくれとは言いませんけれども、

正式に議会にこういうふうに間違ってまし

たよと報告は必要でないかと、私思ってい

るのですけれども、その辺はどうなので

しょうか。私個人は理解しましたけれど

も、議会に対してという意味で。 

○委員長（髙橋秀樹君） ここで、暫時休

憩をいたします。少々お待ちください。 

午後 １時３５分 休憩 

午後 １時４０分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 休憩中に、議会事務局長のほうから答弁

がございました。 

 こちらのほうで一度受け止めるという形

で、再度本会議持ったときに提出するとい

う形で、田利さん、よろしいでしょうか。 

 それでは、そういうような形でさせてい

ただきますので、よろしくお願いをいたし
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ます。 

 他に質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって質

疑を終結いたします。 

 これより各部会を開催し、意見の取りま

とめをお願いいたします。 

 なお、部会の後、正副議長室において部

会長会議を行い、意見の調整を行います。 

 暫時休憩いたします。 

午後 １時４１分 休憩 

午後 １時４７分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、委

員会を再開します。 

 先ほど開催されました正副委員長・部会

長会議におきまして、各部会長から審査意

見は特にない旨、委員長に報告がありまし

た。 

 これから、総務産業部会に対する質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、文教厚生

部会に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

部会長に対する質疑を終結します。 

 これより、議案第９１号令和３年度足寄

町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９１号令和３年度足寄町上水道事

業会計剰余金の処分及び決算認定について

の件は、原案のとおり可決及び認定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第９１号令和３年度足寄町

上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

についての件は、原案のとおり可決及び認

定することに決しました。 

 これより、議案第９２号令和３年度足寄

町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９２号令和３年度足寄町国民健康

保険病院事業会計決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第９２号令和３年度足寄町

国民健康保険病院事業会計決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第９５号令和３年度足寄

町一般会計歳入歳出決算認定についての件

の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 
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 お諮りします。 

 議案第９５号令和３年度足寄町一般会計

歳入歳出決算認定についての件は、認定す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第９５号令和３年度足寄町

一般会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに決しました。 

 これより、議案第９６号令和３年度足寄

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９６号令和３年度足寄町国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第９６号令和３年度足寄町

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第９７号令和３年度足寄

町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９７号令和３年度足寄町簡易水道

特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第９７号令和３年度足寄町

簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第９８号令和３年度足寄

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９８号令和３年度足寄町公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第９８号令和３年度足寄町

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。 

 これより、議案第９９号令和３年度足寄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９９号令和３年度足寄町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第９９号令和３年度足寄町

介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第１００号令和３年度足

寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１００号令和３年度足寄町介護

サービス事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついての件は、認定することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第１００号令和３年度足寄

町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件は、認定することに決し

ました。 

 これより、議案第１０１号令和３年度足

寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１０１号令和３年度足寄町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第１０１号令和３年度足寄

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第１０２号令和３年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出

決算認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１０２号令和３年度足寄町資源ご

み処理等事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついての件は、認定することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第１０２号令和３年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件は、認定することに決



― 31 ― 

しました。 

 

◎ 閉会の議決 

○委員長（髙橋秀樹君） これで、本委員

会に付託された案件の審議は全て終了いた

しましたので、これをもって本委員会を閉

会したいと思います。 

 御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  異議なしと認

め、本委員会を閉会いたします。 

 なお、委員会報告書の作成については、

正副委員長に御一任いただきたいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  異議なしと認

め、正副委員長により作成いたします。 

 

◎ 閉会宣告 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもちまし

て、令和３年度決算審査特別委員会を閉会

いたします。 

 御苦労さまでした。 

午後 ２時００分 閉会 
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      令和３年度足寄町議会決算審査特別委員会議録       
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